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1. 投稿資格 

 投稿原稿の著者（連名の場合は1名以上）は，一般社団法人日本有機地球化学会会員であるこ

と．ただし，編集委員会が認めた場合はこの限りではない. 

2. 投稿原稿 

 投稿原稿は，有機地球化学に関して価値ある内容のもので，印刷物として未発表のもので，

以下のいずれかのものである．1) 論文（articles），2) 短報（short articles），3) 技術論文

（technical papers），4) 総説（reviews），5) 議論（discussion）．これらのうち1)-3)および5)は

原著論文（original papers）である． 

1) 論文には，投稿によるものと編集委員会が依頼したものがある． 

2) 短報は，短い論文で刷り上がり4頁以下とする． 

3) 技術論文は，分析データを網羅的に紹介したり，分析技術に関して解析法などを記述し

たものである． 

4) 総説は，これまでに報告された主要論文の解説，位置づけ，意義づけを行い，一領域に

おける研究の発展を記述したものである． 

5) 議論は，これまでに報告された論文に対しての異なる意見や修正の指摘，それに関わる

議論などを記述したものである． 

3. 投稿原稿の採否 

 投稿原稿の最終採否は，審査員の審査内容を基に，編集委員会が決定する．また，編集委員

会は投稿原稿に訂正を求めることがあり，訂正が原則として4ケ月以内になされない場合は，

投稿を取り下げたものとみなす． 

4. 論文の掲載 

 論文の掲載は原則として受理された順とする．ただし，編集委員会が変更することがある． 

5. 原稿の執筆要項 

1) 原稿の言語，サイズ 

原稿は邦文か英文のいずれかとする。原稿の大きさはA4版とする． 

2) 原稿の行数と字数 

（邦文原稿）32字×25行とする． 

（英文原稿）ダブルスペースで印字し, 1頁25行とする． 

ただし，短報（short articles）については，刷り上がり4頁以内に収めていただくため，学会

HPよりテンプレートをダウンロードし，それを用いる（英文投稿を推奨）． 

3) 題名および著者名と住所 

原稿の表紙には，題名，著者名，研究の行われた機関名とその住所を記す．邦文の場合は，

英語でもそれらを記す．なお，現在の住所が研究の行われた場所と異なるときには，現住所

を脚注として付記する． 

4) 要旨 

原稿には200語程度の要旨（Abstract）をつける．邦文原稿の場合でも要旨は英文とする.な

お，技術論文には必ずしも要旨を必要としない． 

5) 図と表 



図表とその説明は英語で書く．図表と写真はA4版，またはA4版の台紙に貼る．オリジナル

のものは，そのまま写真製版ができるよう文字や記号が適切な大きさで，鮮明なものとす

る．不鮮明なものや小さすぎるものは，著者に修正を求めることがある． 

6) 引用文献 

本文中の引用文献は以下のようにする． 

佐藤（2000）によれば-----; According to Sato (2000) -----， 

佐藤・田口（1972）によれば-----；According to Sato and Taguchi (1972) -----， 

佐藤ら（2000）によれば-----; According to Sato et al. (2000) -----， 

----である（佐藤, 2000）．；---- (Sato, 2000). 

----である（佐藤・田口, 1972）．；---- (Sato and Taguchi, 1972). 

----である（佐藤ら, 2000）．；---- (Sato et al., 2000). 

同一著者（著者ら）から同年に発表された論文が複数有り，上記表記では区別ができないと

きは，以下のようにする． 

佐藤ら（2000a, 2000b）によれば-----; According to Sato et al. (2000a, 2000b) -----， 

文献リストはアルファベット順にそろえ，以下のようにする．ミドルネームのある著者は，

Family M. F.のように表記する．雑誌名はRes. Org. Geochem.のように省略形・斜体で表記す

る． 

＜本＞ 

沢田健・力石嘉人・中塚 武・三村耕一・三瓶良和（2000）本のタイトル. 出版社． 

Sato K. (2000). Title with capital letters only for first word and Proper Names. Publisher. 

Sato K. and Taguchi T. (2000). Title as above (3rd edn.). Publisher. 

Sato K. (ed.) (2000). Title as above. Publisher. 

Sato K., Taguchi T., and Suzuki A. (eds.) (2000) Title as above for series 4: Title of individual 

volume. Publisher. 

＜本に含まれる論文＞ 

沢田健・力石嘉人（2000）論文のタイトル. 中塚 武・三村耕一・三瓶良和（編集）本のタ

イトル. 15-25. 出版社． 

Sato K. and Taguchi T. (2000). Article title with capital letters only for first word and Proper Names. 

In: Nakatsuka T., Mimura K. and Samplei Y. (eds.) Book title as above. pp. 15-25. Publisher. 

＜学術雑誌に含まれる論文＞ 

沢田健・力石嘉人・中塚 武・三村耕一・三瓶良和（2000）論文のタイトル．雑誌名. 10, 15-

25． 

Sawada K., Chikaraishi Y., Nakatsuka T., Mimura K. and Samplei Y. (2000) Article title with capital 

letters only for first word and Proper Names. Journal title with abbreviation form 10, 15-25. 

7) Supplementary information（補足資料） 

Supplementary Information（補足資料）は原稿とともに提出する．補足資料も審査される．

補足資料は編集委員会による整理・編集後に印刷業者を介さずに公開されるので，図表の画

質等を含めて著者らは十分にチェック・確認する．補足資料は以下の指針に従って作成す

る． 

   ・各資料はSupplementary Table/Figure/Note/Equations/Methodsと命名する． 



・Supplementary TableおよびSupplementary Figureには，「Table S1」，「Fig. S1」のような番

号をつける．この番号付けは，論文本体の図表に用いる番号とは別とする． 

・Supplementary NoteまたはSupplementary Methodsには番号を付けず，表題は任意とする． 

・各々の補足資料について，論文本体の然るべき箇所で触れるものとする． 

・補足資料への言及では，毎回必ず「Supplementary」または「Suppl.」の語をつける． 

・補足資料において引用される文献は，論文本体とは別に補足資料内で文献リストを作成す

る．その記載フォーマットは論文本体のものと同様にする． 

 

6. 原稿の順序 

原稿は以下の順に揃え，頁番号を頁の下段中央に付ける．頁番号は表紙を1とし，最後の表

を最終番号とする． 

  表紙 

  英文要旨 

  本文 

  謝辞 

  引用文献 

  図の説明 

Supplementary information（補足資料）の説明 

  図（図番号を頁の右上か右下に付ける） 

  表（表番号と表題を表の上部に記入する） 

Supplementary information（補足資料） 

図の説明は，Fig. 1. Stable isotope composition of ------.， 表題は，Table 1. Stable isotopic 

compositions of -------.のように記述する．図表は，本文に掲載の順に番号を付ける．

Supplementary informationの図表はFig. S1，Table S1のように番号を付ける． 

 

7. 原稿の投稿方法 

 投稿に際しては，原稿テキストのWordファイルおよび図表のPDFまたはjpegファイルを電子

メールの添付ファイルとして，編集委員会（sawadak@sci.hokudai.ac.jp）宛に送付する．なお，

審査終了後の最終原稿（テキストと図表）の電子ファイルを電子メール添付にて編集委員長宛

に送付する．最終原稿の推奨するファイル形式は、テキストをPDF、図をPDFまたはjpeg、表を

Excelとする． 

8. 著作権 

 本誌に掲載された論文等の著作権は本会（一般社団法人日本有機地球化学会）に属する． 

9. 編集委員会 

編集委員長 

 沢田 健，北海道大学大学院理学研究院 地球惑星科学部門 

  〒060-0810 札幌市北区北10条西8丁目 

e-mail: sawadak@sci.hokudai.ac.jp 

 

編集委員（アイウエオ順） 



 金子雅紀，産業技術総合研究所 

  〒305-8569 つくば市東1-1-1 中央第7 

三瓶良和，島根大学大学院自然科学研究科 

  〒690-8504 松江市西川津町1060 

関 宰，北海道大学低温科学研究所 

  〒060-0819 札幌市北区北19条西8丁目 

 力石嘉人，北海道大学低温科学研究所 

  〒060-0819 札幌市北区北19条西8丁目 

 三村耕一，名古屋大学大学院環境学研究科 

  〒464-8602 名古屋市千種区不老町 

山口保彦，滋賀県琵琶湖環境科学研究センター 

  〒520-0022 大津市柳が崎5-34 

 


